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2010 年 9 月 1 日 

ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社 

 

田中貴金属工業、 

金コロイドを用いた高感度体外診断薬キットの開発に成功 

―前立腺がんの早期発見に期待―  

 

 

ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（本社：千代田区丸の内、代表取締役社長：岡

本英彌）は、田中貴金属グループの製造事業を展開する田中貴金属工業株式会社（本社：

千代田区丸の内、代表取締役社長：岡本英彌）が、科学技術振興機構（本部：埼玉県川口

市、理事長：北澤宏一、以下ＪＳＴ）の独創的シーズ展開事業・委託開発の開発課題であ

る「金コロイドを用いた高感度体外診断薬キット」の開発に成功したことを発表します。 

 

この開発課題は、大阪大学 大学院工学研究科 民谷 栄一 教授（元 北陸先端科学技術

大学院大学 マテリアルサイエンス研究科 教授）らの研究成果を基に、２００７年３月か

ら２０１０年３月にかけて当社がＪＳＴから委託され、企業化開発（開発費 約３億円）

を進めていたものです。 

 

近年医療分野においては、“簡便で迅速に疾患などを早期発見できる体外診断薬”が望ま

れており、その一例として、インフルエンザや妊娠などの診断やアレルギー物質の検出な

どで用いられているイムノクロマト法注１）診断薬があげられます。これは多孔質体で起こ

る毛細管現象を利用した方法で、検体（血液など）中に含まれる抗原の有無を短時間で簡

単に診断することができます。しかし、イムノクロマト法診断薬は検出感度が低いため、

例えば前立腺がんマーカーであるＰＳＡ（前立腺特異的抗原）注２）の診断薬キットの場合、

臨床検査や再発検査で必要とされる０．２～２ｎｇ／ｍｌ（ナノグラムは１０億分の１ｇ）の

ＰＳＡ濃度が検出できず、前立腺がんの早期発見用としては不十分でした。 

 

今回開発したイムノクロマト法の診断薬キットは、金コロイド（粒径６０nm程度の金の

粒子）のプラズモン効果注３）による発色現象を利用したもので、従来のものに比べて高感

度化を実現しました。また、検出したい抗原以外のものとの反応（非特異的反応注４））を抑

え、さらに血液をそのままサンプルとして用いても高い検出感度を維持できるようにしま

した。その結果、少量の全血サンプルを用いて、１５分以内にＰＳＡ濃度０．２ｎｇ／ｍｌの

感度で検出できる診断薬キットを作製することができました。 

 

今後、この技術は前立腺がんの早期発見用の診断薬キットに使用されることが期待され

ます。また、前立腺がんのみならず高感度が要求される他の疾患の診断薬キットへの応用

も期待されます。 

 

本新技術の背景、内容、効果の詳細は次頁の通りです。 
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（背景）これまで、疾患などの早期発見を可能とする高感度かつ簡便・迅速に検査できる

診断薬キットが望まれています。 

 

従来の一次スクリーニング早期診断には酵素法などのＥＬＩＳＡ法注５）が用いられてお

り、また最近では、簡便・迅速な検出が可能なイムノクロマト法も多用されています。し

かし、ＥＬＩＳＡ法では判定までに３時間以上を要するため、その場で医師の判断ができ

ず患者を待たせるという問題点がありました（表１）。また、イムノクロマト法は簡便・迅

速ですが、感度（検出下限）が低いため検診や一次スクリーニングにしか使えず、臨床検

査や再発検査での早期発見用途で使用することができませんでした。実際、前立腺がんマ

ーカーであるＰＳＡ検出キットの場合、イムノクロマト法の検出下限が４ｎｇ／ｍｌであるの

に対し、臨床検査では０．５～２ｎｇ／ｍｌ、再発検査では０．２～０．５ｎｇ／ｍｌの値がそ

れぞれ必要とされており、そのためイムノクロマト法においては、高感度化が望まれてい

ました。 

 

（内容）前立腺がんにおいて臨床検査や再発検査でも早期発見用として使用できる高感度

の診断薬を開発しました。 

 

 今回開発した診断薬は、金コロイドのプラズモン効果による発色現象を利用したイムノ

クロマト法（図１）に基づく診断薬キットです。 

今回の開発により、 

（１）使用する金コロイドの粒子径を揃えることによって発色の再現性を向上させる効果、

（２）特定の方法で金コロイドへ抗体を固定して、検出感度を向上させる効果、 

（３）展開液中に特定のマウス抗体を添加し、非特異的物質により起こりうる抗原濃度０

ｎｇ／ｍｌでのテストラインの発色（偽陽性反応）を抑える効果（図２） 

（４）展開液中に溶血注6）を防ぐ効果のあるマンニトールと感度を向上させる効果がある界

面活性剤を添加することで、溶血による診断薬キットの汚染を抑えて検出感度を維持

する効果（図３） 

が得られました。 

これらの新技術により、０．２ｎｇ／ｍｌという、前立腺がんの臨床検査や再発検査で必要

なＰＳＡ濃度が検出可能な高感度診断薬キットを開発することができました。 

 

（効果）今後、前立腺がんの早期発見用としての診断薬キットに、あるいは高い検出感度

が必要な他の疾病診断薬キットに使用されることが期待されます。 

 

本診断薬キットによって、簡便で迅速にＰＳＡ濃度が０．２ｎｇ／ｍｌまで検出できるため、

前立腺がんの早期発見用として使用されることが期待されます。 

また、高い検出感度が必要とされる他の疾病診断においても、本技術を使用することに

より、診断可能になることが期待されます。 
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＜参考図＞ 

 

 

 ＥＬＩＳＡ法 イムノクロマト法 

測定時間 ３時間程度 １５分程度 

操作 煩雑 簡便 

判定方法 
装置が必要 

（プレートリーダーによる読み取り）

装置は不要 

（目視） 

測定値 定量 定性 

被検体 血清 血液、血漿
けっしょう

、血清 

 

表１ ＥＬＩＳＡ法とイムノクロマト法の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ イムノクロマト法の検出原理（金コロイドを用いた場合） 



 4

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 非特異的反応を抑制する技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 血液検体でも高い検出感度を維持するための技術 
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＜用語解説＞ 

注１）イムノクロマト法 

 ニトロセルロースなどの多孔質体で起こる毛細管現象を利用した免疫学的測定法の１つ。

発色性質（視認性）のある金属粒子やラテックス粒子などを標識体として用いる。検出対

象が存在すると、多孔質体上に設けられた判定部位に標識体が捕捉されることで判定部位

が発色し、検出対象の存在が確認できる。 

 

注２）ＰＳＡ（前立腺特異的抗原） 

 Ｐｒｏｓｔａｔｅ Ｓｐｅｃｉｆｉｃ Ａｎｔｉｇｅｎの略。前立腺から分泌される物質で、前立腺

がんの場合に血液中に含まれる濃度が上昇し、前立腺がんの診断の指標となっている。 

 

注３）プラズモン効果 

金属ナノ粒子の表面で金属中の自由電子の振動と入射光が共鳴する現象。金コロイドが

赤色に見えるのはこの現象による。 

 

注４）非特異的反応 

本来、結合する組み合わせとは別の物質と結合してしまう反応。例えば、抗原Ａに対す

る抗体ａがあるとして、抗体ａが抗原Ａとは結合せずに別の物質Ｂと結合してしまう反応。 

 

注５）ＥＬＩＳＡ法 

 Ｅｎｚｙｍｅ Ｌｉｎｋｅｄ ＩｍｍｕｎｏＳｏｒｂｅｎｔ Ａｓｓａｙの略。免疫学的測定法の１つで、

酵素を標識として用いており、酵素－基質反応の発色強度を測定し、試料中の目的物質の

定量を行う方法。 

 

注６）溶血 

 赤血球の膜が破れるなどして、中のヘモグロビンが血球外に流出すること。 
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■TANAKAホールディングス株式会社（田中貴金属グループを統括する持株会社）について 

本社：東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビルディング22F 

代表：代表取締役社長 岡本 英彌 

創業：1885年        設立：1918年        資本金：5億円 

グループ連結従業員数：3,441名（2009年度） 

グループ連結売上高：7,102億円（2009年度） 

グループの主な事業内容：貴金属地金（白金、金、銀 ほか）及び各種工業用貴金属製品の

製造・販売、輸出入及び貴金属の回収・精製 

HPアドレス： http://www.tanaka.co.jp 

 

■田中貴金属工業株式会社について 

本社：千代田区丸の内2-7-3 東京ビルディング22F 

代表：代表取締役社長 岡本 英彌 

創業：1885年        設立：1918年        資本金：5億円 

業員数：1,599名（2009年度）               売上高：3,888億円（2009年度） 

事業内容：貴金属地金（白金、金、銀 ほか）及び各種工業用貴金属製品の製造・販売、輸

出入及び貴金属の回収・精製 

HPアドレス： http://pro.tanaka.co.jp 

 

 

＜田中貴金属グループについて＞ 

田中貴金属グループは1885年（明治18年）の創業以来、貴金属を中心とした事業領域で 幅

広い活動を展開してきました。2010年4月1日にTANAKAホールディングス株式会社を持株会

社（グループの親会社）とする形でグループ再編が完了しました。ガバナンス体制を強化

するとともにスピーディーな経営と機動的な業務執行を効率的に行うことにより、お客様

へのより一層のサービス向上を目指します。そして、貴金属に携わる専門家集団として、

グループ各社が連携・協力して多様な製品とサービスを提供しております。 

国内ではトップクラスの貴金属取扱量を誇る田中貴金属グループでは、工業用貴金属材料

の開発から安定供給、装飾品や貴金属を活用した貯蓄商品の提供を長年に渡り行ってきま

した。今後も貴金属のプロとしてグループ全体で、ゆとりある豊かな暮らしに貢献し続け

ます。田中貴金属グループの中核8社は以下の通りです。 

●TANAKAホールディングス株式会社（純粋持株会社） ●田中貴金属工業株式会社 

●田中貴金属インターナショナル株式会社  ●田中貴金属販売株式会社 

●日本エレクトロプレイティング・エンジニヤース株式会社  ●田中電子工業株式会社 

●田中貴金属ビジネスサービス株式会社  ●田中貴金属ジュエリー株式会社 

 


